
第
二
区

右
志
趣
者
奉
爲
天
長
地
久

御
願
圓
満
海
晏
河
淸
國
泰

民
安
兵
革
頓
息
五
穀
豊
登

殊
者
信
心
檀
那
二
世
悉
地
成
就

滿
足
故
也

第
三
区

大
檀
那
左
今
吾

宇
佐
宿
祢
公
光
三
寶
名
元
妙

第
四
区

旹
明
德
五
年
癸
戌
卯
月
廿
八
日

　
　
　
　
　

大
願
主
襌
幸
襌
照

敬
白

　
　
　
　
　

寡
縁
重
阿
慶
道

　
　
　
　
　

大
工
沙
彌
宗
悟

雑
記　

当
梵
鐘
は
『
筑
前
國
續
風
土
記
拾
遺
第
三
巻
』
に
よ
る
と
「
京
西
太
秦
の
興

隆
寺
」
に
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
八
年
夏
時
点
、
広
島
県
二
日
市
市

吉
和
所
在
教
龍
寺
が
所
蔵
し
て
い
る
。
明
德
五
年
の
干
支
は
甲
戌
で
あ
る
が
、
製
作

時
の
誤
彫
で
あ
る
こ
と
は
先
学
の
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。
市
河
寛
斎
氏
旧
蔵
拓

本
よ
り
起
こ
し
た
。『
日
本
古
鐘
銘
集
成
』
の
銘
文
は
第
三
区
と
第
四
区
が
入
れ
替

は
じ
め
に

　

前
二
回
は
旧
遠
賀
郡
内
（
中
間
市
・
水
巻
町
と
芦
屋
町
）
の
金
石
文
に
つ
い
て
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
今
回
は
そ
の
続
き
と
し
て
、
遠
賀
町
・
岡
垣
町
内
に
関
連

す
る
金
石
文
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
集
成
は
原
則
と
し

て
江
戸
時
代
末
ま
で
と
し
た
。

　

資
料
の
紹
介
に
あ
た
っ
て
は
、
物
件
ご
と
に
、
銘
文
の
書
か
れ
て
い
る
物
件
、
そ

の
現
所
在
地
、
銘
の
書
か
れ
て
い
る
部
分
そ
し
て
銘
文
の
順
に
記
し
、
各
物
件
の
紹

介
の
後
に
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
雑
記
を
加
え
た
も
の
も
あ
る
。

　

史
学
論
叢
に
発
表
の
場
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
、
別
府
大
学
史
学
、
文
化
財
学
科

関
係
の
諸
先
生
、
情
報
提
供
い
た
だ
い
た
岡
垣
町
教
育
委
員
会
の
諸
氏
、
貴
重
な
御

物
や
文
化
財
に
快
く
触
れ
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
方
々
に
深
く
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

銘
文
の
紹
介
　
岡
垣
町
篇

１　

梵
鐘　

岡
垣
町
黒
山　

千
手
寺
旧
蔵

第
一
区

大
日
本
國
筑
前
州
遠
賀
庄

黑
山
千
手
寺

洪
鐘
一
口

大
檀
那　

沙
弥
良
敎

研
究
ノ
ー
ト

　
福
岡
県
遠
賀
郡
の
金
石
文
集
成
　
三
　
岡
垣
町
、
遠
賀
町
篇

中　

村　

修　

身　 五
七
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５　

大
日
如
来
坐
像　

岡
垣
町
吉
木
西
一
丁
目
10　

隆
守
院

膝
裏

　
　

謹
奉
造
立
大
日
如
来

　

御
地
頭
宗
像
□
□
□
□

御
代
為
藤
原
朝
臣
瓜
生
益
定

　

佛
所
□
宗
□

　
　

本
願
勝
業
寺
豪
秀
□

右
意
趣
者
各
々
息
豪
災
延
命
□
□
□

　
　

現
卋
安
穏
後
生
善
所
□
□
□

　
　
　

皆
令
満
足
之
由
而
□

　
　
　
　

元
亀
二
辛
未

五
月
五
日
□
□
敬
白

雑
記　

當
大
日
如
来
坐
像
は
元
来
勝
業
寺
の
本
尊
で
あ
っ
た
。
明
治
維
新
の
神
仏
分

離
令
に
伴
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
同
寺
が
廃
寺
と
な
っ
た
た
め
隆
守
院
に
安
置
さ
れ

た
。
な
お
、
當
大
日
如
来
坐
像
は
木
造
で
あ
り
、
銘
文
は
墨
書
で
あ
る
。

６　

鰐
口　

岡
垣
町
吉
木
二
五
〇
六
五　

安
楽
院

右
側

以
欽
奉
掛
筑
前
刕
遠
賀
庄
松
原
山
安
楽
院
本
堂
鰐
口

院
主
隆
圓
誌

左
側

鋳
師
益
忠

元
亀
三
暦
仲
春
吉
日　

河
原
七
郎
右
衛
門
鋳
之
本
願
教
寿

７　

方
山
道
棪
居
士　

岡
垣
町
高
倉
一
一
四
五　

龍
昌
寺
境
内

わ
っ
て
い
る
。
私
の
誤
写
で
あ
ろ
う
か
。

２　

薬
師
如
来
坐
像　

岡
垣
町
三
吉　

薬
師
堂

奉
造
立

　

筑
前
國
遠
賀
庄
吉
木
郷
内
三
吉
千
手
寺
薬
師
像

　

應
七
年
庚辰

六
月
八
日

　

願
主
源
宣
光

　

造
者
慶
妙

雑
記　

應
七
年
庚辰

六
月
八
日
は
応
永
七
年
庚辰

六
月
八
日
と
判
断
し
た
。

３　

銅
造
毘
沙
門
天
立
像　

岡
垣
町
高
倉
一
一
一
三　

高
倉
神
社

延
徳
三
天
辛
亥
三
月
吉
日

　
　
　

願
主
須
籐
駿
河
守
行
重

　
　
　
　
　
　
　

并
氏
女　

大
工
大
江
貞
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
工
各
々

雑
記　

芦
屋
鋳
物
師
の
作
品
で
あ
る
。
神
仏
習
合
期
の
作
品
で
あ
る
。

４　

鰐
口　

岡
垣
町
三
吉
八
六
九　

西
圓
寺
旧
蔵

欽
奉
献
納
吉
木
郷
虚
空
蔵
鰐
口
之
事　

右
者
爲
頓
証
菩
提
也　

泉
崇
合
記
室
襌
師　

于
時
大
永
四
年
甲
申

十
一
月
十
三
日　

願
主
慶
亀
比
丘
謹
白

雑
記　

銘
文
は
『
筑
前
國
続
風
土
記
第
三
巻
』
に
よ
っ
た
。
平
成
十
九
年
三
月
五
日

時
点
で
現
物
の
確
認
が
で
き
な
い
。

五
八
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巻
』
と
『
太
宰
官
内
志
』
収
録
の
二
つ
を
紹
介
す
る
。『
筑
前
国
續
風
土
記
第
三
巻
』

は
「
此
鐘
ハ
釁
阿
っ
て
撞
い
て
元
禄
五
年
新
に
鐘
を
鋳
て
掛
く
」
と
記
し
て
い
る
。

ま
た
、『
太
宰
官
内
志
』
は
「
此
鐘
は
古
鐘
に
て
宗
像
氏
の
家
紋
付
け
り
長
政
卿
と

あ
る
の
は
後
に
切
付
ヶ
た
る
か
心
得
ぬ
か
き
ざ
ま
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。

９　

玅
見
宮
鳥
居　

岡
垣
町
大
字
原
字
大
松
六
九
五　

大
原
神
社

右
柱

慶
長
十
七
壬
子

年
十
一
月
十
一
日

正
面
額

玅
見
宮

左
柱

黒
田
筑
前
守
長
政
建
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
五
十
年
五
月
再
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
司　

久
明
武
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
区
氏
子
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
工
竹
石
団
市

雑
記　

福
岡
城
築
城
に
際
し
て
こ
の
地
が
鬼
門
に
当
た
る
こ
と
か
ら
そ
の
抑
え
と
し

て
藩
主
黒
田
長
政
が
寄
進
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
銘
は
再
建
前
と
は
少
し
異

な
っ
て
い
る
。『
筑
前
国
續
風
土
記
拾
遺
』
に
「
妙
見
社
小
波
津
の
東
に
在
原
村
の

境
地
之
祇
園
神
を
も
併
祭
る
石
鳥
井
居
有
銘
に
慶
長
十
七
年
十
一
月
十
一
日
興
雲
公

の
建
立
し
賜
へ
る
由
彫
れ
り
」
と
記
し
て
い
る
。『
岡
垣
町
史
』
に
よ
れ
ば
、
享
保

九
年
辰
七
月
と
天
明
元
年
丑
七
月
に
も
建
て
替
え
て
い
る
。

10　

寶
樹
院
殿
花
源
英
居
士　

岡
垣
町
高
倉
一
一
四
五　

龍
昌
寺

正
面

方
山
道

居
士

裏
面

井
上
平
兵
衛
之
信
後
号
河
村
越
前
守

慶
長
五
庚
子
三
月
廿
五
日

雑
記　

墓
の
形
式
が
あ
わ
な
い
、
明
治
十
年
代
再
建
か
。

８　

梵
鐘　

岡
垣
町
高
倉
一
一
一
三
（
宮
下
）　

高
倉
神
社
旧
蔵

『
筑
前
續
風
土
記
第
三
巻
』
収
録
銘
文

大
日
本
國
西
海
道
筑
前
州
垣
前
庄
高
蔵
八
剣
大
明
神
御
宝
殿

聞
鐘
声
煩
悩
軽
智
惠

長
菩
提
生
離
地
獄
出
火
坑
願
成
伸
度
衆
生
南
無
千
手
千
眼
観
世
音
祝
々
右
精
旹
者
試

聴
五
更
樓
上
鐘
百
千
句
法
皆
成
就

進
黒
田
甲
斐
守
豐
臣
長
政
卿
慶
長
五
天
龍
輯
庚子

窮
冬
如
意
珠
白
敬白

本
願
宮
司
職
五
十
八
代
権
大
僧
都
栄
源
奉
行
右
近
允
貞
延
大
工
大

江
長
野
壹
岐
守
貞
親
安
山
隠
岐
守
貞
澄
太
田
郷
右
衛
門
尉
嘉
就
同
民
部
左
衛
門
尉
貞

盛
小
工
七
十
人

『
太
宰
官
内
志
』
収
録
銘
文

大
日
本
國
西
海
道
筑
前
州
垣
崎
庄
高
倉
八
劔
大
明
神
御
寶
殿
再
聞
鐘
聲
頓
拙
輕
智
惠

長
菩
提
生
離
地
獄
出
火
坑
願
成
佛
度
衆
生
南
無
千
手
千
眼
観
世
音
祝
々
、
右
ノ
精
旨

者
試
聴
五
更
樓
上
鐘
百
千
ノ

法
皆
成
就
、
奉
行
吉
田
左
近
允
貞
延
・
大
工
大
江
長

野
壹
岐
守
貞
親
・
安
田
隠
岐
守
貞
澄
・
太
田
江
左
衛
門
尉
善
就
・
同
氏
左
衛
門
尉
貞

盛
・
小
工
七
十
人
本
願
宮
司
職
五
十
八
代
大
僧
都
榮
源
慶
長
五
天
龍
庚
子
窮
冬
如
意

日
敬
白

進
黒
田
甲
斐
守
豐
臣
長
政
卿

雑
記　

原
物
の
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
銘
文
は
『
筑
前
国
續
風
土
記
第
三

五
九
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矣
「
尽
矣
矣
昔
時
大
夫
見
黄
龍
心
聞
桂
香
針
芥
相
投
故
宗
朝
喚
大
夫
作
有
髪
僧
令
也

居
士
底
「
亦
爾
可
嘉
尚
矣
後
年
紫
府
君
俾
居
士
為
遠
賀
庄
令
者
歳
□
日
尚
居
士
亦
内

帰
佛
乘
「
外
施
仁
政
□
□
國
齊
富
家
長
娯
矣
令
玆
寛
永
甲
戌
布
初
冬
念
又
二
蓂
世
壽

八
十
有
餘
「
齢
而
即
羅
微
恙
一
臥
不
起
再
□
俄
移
終
ト
瑩
土
於
洞
上
古
刹
玉
雲
精
廬

之
孔
之
永
「
証
香
火
不
朽
之
地
令
子
令
孫
不
漫
雁
行
成
孝
尽
哀
慕
蘭
心
不
以
息
記
是

銘
雖
然
恐
久
「
漫
滅
刻
著
石
呂
永
樹
厥
譽
厥
其
辞
日�

〔
十
一
行
。「
は
改
行
頭
。〕

正
面

〇
庭
樹
院
殿　

雪
渓
道
柏　

居
士

左
面

海
内
名
髙
英
傑
士
忠
肝
義
胆
冠
諸
郎
黒
田
幕
下
歟
将
漢
祖
朝
廷
「
蘇
歟
張
到
処
有
功

汗
馬
力
普
時
無
敵
甲
兵
労
隠
舟
壑
辺
蹤
空
去
埋
「
玉
池
中
孰
豈
量
令
子
令
孫
栄
紫
府

阿
爺
万
代
鳴
姫
陽
裸
霊
依
旧
「
高
倉
廟
仁
徳
不
移
遠
賀
郷
碧
海
漫
漫
垣
崎
庄
青
山

芨
々
玉
雲
堂
「
蘶
然
宝
塔
密
禅
苑
莞
爾
盤
正
覚
場
秋
菊
傲
霜
微
妙
体
寒
梅
綻
雪
「
法

身
香
記
銘
永
為
恐
漫
滅
彰
刻
石
碑
準
石
棠�

〔
六
行
。「
は
改
行
頭
。〕

裏
面

寛
永
十
一
龍
集
甲
戌
小
春
念
弐
萱

前
総
持
寺
住
山
八
世
比
丘
金
峰
老
欽
誌
之

雑
記　

黒
田
藩
士
井
上
周
防
之
房
の
墓
で
あ
る
。
之
房
は
黒
崎
城
城
代
を
務
め
る
。

晩
年
は
吉
木
や
陣
原
に
居
住
。

13　

松
月
源
居
士
覚
霊　

岡
垣
町
吉
木
西
一
丁
目
14 　

隆
守
院

正
面

　
　

天
文
十
五
丙
午

卍
松
月
源
居
士　

覚
霊

正
面

　
　
　

七
月
十
三
日

　

寶
樹
院
殿
花
琳
源
英
居
士

　
　

瓜
生
長
門
守
源
英

雑
記　

瓜
生
家
説
明
書
に
よ
る
と
没
年
を
元
和
五
年
七
月
十
三
日
と
し
て
い
る
が
、

墓
の
形
式
と
合
わ
な
い
、
再
建
か
。

11　

嚴
景
道
江
居
士　

岡
垣
町
高
倉
一
一
四
五　

龍
昌
寺
境
内

正
面

嚴
景
道
江
居
士

裏
面

井
上
之
信
嫡
男
川
越
瀬
兵
衛
重
信

寛
永
十
癸
酉
八
月
十
日

雑
記　

墓
の
形
式
が
合
わ
な
い
。
明
治
十
五
年
ご
ろ
の
再
建
と
思
わ
れ
る
。

12　

井
上
之
房
墓　

岡
垣
町
高
倉
一
一
四
五　

龍
昌
寺

右
面

居
士
播
州
飾
東
郡
松
原
郷
桂
産
姓
藤
臣
井
上
氏
受
領
防
州
實
名
之
房
筑
之
紫
府
君
幕

「
下
之
良
臣
也
覃
干
巳
三
代
相
傳
而
連
称
耆
英
□
日
國
家
綱
領
矣
走
示
勤
政
也
風
作

「
夜
思
務
力
労
心
也
秋
是
忠
孝
義
士
武
威
勇
将
矣

茲
溢
干
譽
芭
朝
野
天
必
知
之
強

而
不
遑
挙
以
矣
「
中
年
在
豊
之
城
井
日
得
官
暇
入
天
徳
和
尚
室
窺
空
門
有
此
叓
深
指

法
「
味
寅
磨
夕
倅
孜
々
而
不
止
終
識
得
趙
老
柏
樹
根
帯
矣
即
因
之
日
道
柏
然
后
龍
峯

□
下
「
江
月
□
和
尚
之
室
再
奉
上
来
底
無
二
無
別
倶
結
眉
毛
於
是
副
雪
渓
号
鳴
呼
至

六
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粉
助
縁
勅
縁
掛
道
□
為
修

善
奉
行
先
□
祝
日

　

皇
□
永
肩　

祖
□
増
延

　

銘
日

諸
佛
刺
範　

列
□
盛
傳

前
鐘
高
掛　

憧
着
錚
然

響
通
地
府　

聲
徹
梵
□

聆
者
消
業　

観
者
生
蓮

李
主
聡
械　

□
□
兌
鉦

存
亡
二
世　

有
無
両
縁

尽
出
迷
界　

同
登
覚
圓

輪
常
檁　

闔
恭
安
全

　
　

ネ　
〔
陽
刻
〕

旹
寛
文
十
一
□
□
□
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
渕
献

　
　
　
　
　
　
　

素
秋
吉
日

龍
昌
開
山
足
翁
八
世
孫

　
　
　

不
傳
周
存
謹
書

鋳
工
豊
前
小
倉
住

　
　

安
部
甚
右
衛
門
尉

　
　
　
　

藤
原
朝
臣
定
重

16　

石
階
段　

岡
垣
町
大
字
山
田
字
宮
ノ
尾
九
三
二　

氏
森
神
社

右
側
石
柱
正
面

奉

進
秋
武
五
八
良

　
　

九
月
二
十
七
日

裏
面

元
禄
五
壬
申
壬
申

九
月　

石
□
代　

村

中　

立
□
之

雑
記　

麻
生
隆
守
墓
と
さ
れ
て
い
る
。
裏
面
が
示
す
と
お
り
、
形
式
的
に
は
江
戸
時

代
の
墓
で
あ
る
。『
岡
垣
町
史
』
は
海
蔵
寺
の
裏
に
麻
生
隆
守
の
墓
が
あ
る
と
記
し

て
い
る
。
麻
生
文
書
の
中
に
当
碑
に
関
す
る
文
書
が
あ
る
。
な
お
、
隆
守
は
永
禄
二

年
九
月
二
十
六
日
切
腹
し
自
害
し
て
い
る
。

14　

喚
鐘　

岡
垣
町
吉
木
西
一
丁
目
11　

三
福
寺

筑
前
国
遠
賀
郡
由
村

　

三
福
寺
什
物　

槃
譽
□

元
禄
十
四
辛
巳

年
七
月
穀
祥
日

京
堀
川
信

　

筑
後
大
掾
常
味
作

15　

喚
鐘　

岡
垣
町
高
倉
一
一
四
五　

龍
昌
寺

　
　

ネ　
〔
陽
刻
〕

史
惟

西
海
道
筑
前
州
遠
賀
郡
高
蔵

村
玉
雲
山
龍
昌
禅
寺
曹
洞
□

林
利
買
年
諸
堂
宛
備
淡
器

□
是
巾
比
國
下
劇
乱
而
軍
火

焼
失
氣
分
也

開
山
九
世
孫
江
湖
奥
行
回
宋
楞

六
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西
觸
浦
庄
屋
連

　

福
間

　
　

六
右
衛
門

　
　

貞　
　

六

　
　

五　
　

助

　
　

藤　
　

蔵

左
面

　

新
宮
浦

　
　

□
□
「
權
次
「
與
助
「
新
七
「
與
次
右
衛
門
「
嘉
兵
衛

　
　
「
藤
十
郎
「
平
兵
衛�

〔
新
宮
浦
横
人
八
行
。「
は
改
行
頭
。〕

裏
面

　

半
次
郎
「
徳
兵
衛
「
平
十
郎
「
長
作
「
弥
平
衛
「
弥
右
衛
門

  「
儀
六
「
仁
助�

 〔
八
行
。「
は
改
行
頭
。〕

右
面

　

旹
天
明
二
壬
寅

年

　
　

八
月
吉
日

19　

灯
籠
（
一
対
）
岡
垣
町
手
野　

大
国
主
神
社

右
側

正
徳
元
卯
年　

竹
井
□
□
□

　
　
　
　
　
　

同　

□
□
衛

左
側

大
黒
天　
　
　

竹
井
六
次
郎

20　

奉
拜
庚
申
塔　

岡
垣
町
吉
木
字
砥
石
面　

砥
石
社
境
内

　
　
　
　
　
　
　

母

左
側
石
柱
正
面

宝
永
元
年
十
一
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　

山
田
村

17　

奉
拜
庚
申
塔　

岡
垣
町
吉
木
西
一
丁
目
14　

隆
守
院

右
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
七
「
喜
吉
「
□
□
良
「
吉
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 〔
四
行
。「
は
改
行
頭
。〕

正
面

奉
拜
庚
申
塔

左
面

宝
永
七
寅
正
月
吉
日

□
□
「
又
平
「
左
七
「
□
□�

〔
年
号
下
横
一
列
。「
は
改
行
頭
。〕

18　

水
盤　

垣
町
大
字
原
字
大
松
六
九
五　

大
原
神
社

正
面

　

御
浦
方
□

　
　

許
山
嘉
六

　
　

来
島
仁
作

　

大
庄
屋

　
　

金
戌
新
左
衛
門

　
　

今
林
清
助

盥
盤

　

新
宮

六
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御
燈
基

左
面

秋
八
月
中
旬

23　

洪
鐘　

岡
垣
町
吉
木
西
一
丁
目
14　

隆
守
院

東
向
山
隆
守
院
本
無
銅
鐘
也　

前
住
惠
海
師
翁
欲
鋳
以
掛
之　

募
化
男
女　

実
唱
於

顕　

而
力
不
能
果
焉　

至
享
保
十
五
庚
戌
年
現
住
一
山
公　

収
於
尾
其
功
績
矣　

然

請
予
銘
歓
喜
之
余
説
偈
寒
之
需　

其
偈
日　
　

鐘
兮
鐘
兮　

成
寿
億
年　

通
身
是
口　

胸
中
豁
然　

応
答
無
碍　

大
小
随
縁　

仏
門
礼
楽　

宜
爾
為
先　

配
金
山
月　

占
古

城
烟　

救
幽
助
冥　

事
理
馨
円　

世
出
世
法　

驀
口
斉
宜　

音
聞
仏
基　

功
徳
無
辺　

掛
在
東
向　

為
利
人
天　

顔
一
聞
者　

股
不
覚
眠　

于
時
元
文
二
歳
次
丁
己
秋
七
月

十
日
越
後
新
発
田　

城
杜
多
禅
金
毛
題
焉
冶
工
豊
前
小
倉
住
中
野
孫
兵
衛
時
則
末
田

照
憲
森
敬
昌
太
田
満
重
筑
前
遠
賀
郡
吉
木
村
隆
守
院
現
住
一
山
代

雑
記　
『
増
補
改
訂　

遠
賀
郡
誌
上
巻
』
は
、
隆
守
院
に
洪
鐘
一
口
あ
り
と
記
し
、

右
銘
文
を
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
平
成
二
十
年
八
月
一
日
現
在
該
当
す
る
洪
鐘

は
確
認
で
き
な
い
。

24　

喚
鐘　

岡
垣
町
吉
木
西
二
丁
目
10　

安
照
寺

享
保
二
十
乙
卯

年
正
月
吉
旦

肥
後
八
代
郡
徳
生
寺

　
　
　
　

上
日
壱
村

願
主　

釋
泰
聖

雑
記　

太
平
洋
戦
争
の
折
、
軍
に
よ
り
寺
の
梵
鐘
を
供
出
し
た
。
戦
後
若
松
市
内
に

　
　

正
徳
元
辛
卯

天　
　

願
主

奉
拜
庚
申
塔　
　
　
　

 

正
□

　
　

十
一
月
十
五　
　

 

□
□

雑
記　

早
崎
の
東
に
あ
っ
た
一
本
松
根
元
に
祀
ら
れ
て
い
た
も
の
を
こ
こ
に
移
し
た

と
聞
く
。

21　

大
乘
玅
典
一
字
一
石
塔　

岡
垣
町
三
吉　

同
源
寺

正
面

大
乘
玅
典
一
字
一
石

塔

裏
面

享
保
八
□
□

　
　
　

□
住
□
門
講
中

七
月
□
元
日

22　

灯
塔
（
一
対
）
岡
垣
町
高
倉
一
一
一
三
（
宮
下
）　

高
倉
神
社

右
塔
右
面

寳
曆
六
丙
子

正
面

御
燈
基

左
面

秋
月
中
旬

左
塔
右
面

寳
曆
六
丙
子

正
面

六
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28　

水
盤　

岡
垣
町
大
字
海
老
津
字
白
谷　

白
峰
神
社

明
和
五
年

奉

進

二
月
吉
日

當
村
市
三
良

雑
記　

本
殿
に
は
金
毘
羅
神
社
の
額
が
か
か
っ
て
い
る
。

29　

灯
塔
（
一
対
）　

岡
垣
町
山
田
宮
ノ
尾
九
三
二　

氏
森
神
社

右
側
右
面

神
傳
院
六
十
九
世
沫
□
光

正
面

明
和
五
戊
子

年

左
面

奉

進
石
燈
臺
雙
基

左
側
右
面

奉

進
石
燈
臺
雙
基

正
面

六
月
吉
祥
日

裏
面

明
和
五
戊
子

年

31　

猿
田
彦
命　

岡
垣
町
大
字
波
津
字
黒
崎　

道
端

正
面

保
管
さ
ら
れ
て
い
た
金
属
製
仏
具
の
中
か
ら
当
鐘
を
持
ち
帰
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。

25　

大
通
智
勝
如
来　

岡
垣
町
吉
木
西
二
丁
目　

地
蔵
堂

延
享
五
天

正
月
吉
日

26　

水
盤　

岡
垣
町
大
字
山
田
字
宮
ノ
尾
九
三
二　

氏
森
神
社

右
面

神
崎
仁
右
衛
門

正
面

水
汏

盥
□

御

進

左
面

宝
暦
七
年

八
月
吉
祥
日

27　

猿
田
彦
大
神　

岡
垣
町
大
字
手
野
字
新
松
原　

厳
島
神
社

右
面

明
和
元
年

正
面

猿
田
彦
大
神

左
面

申

十
二
月
吉
日

六
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34　

鳥
居
残
片　

岡
垣
町
大
字
波
津
字
大
旗　

大
年
神
社
境
内

〔
上
欠
損
〕
明
五
年
乙
已
四
□
〔
下
欠
損
〕

雑
記　

大
年
神
社
の
古
い
鳥
居
で
あ
る
。
年
号
は
天
明
五
年
で
あ
る
。

35　

狛
犬
（
一
対
）
岡
垣
町
高
倉
一
一
一
三　

高
倉
神
社

右
狛
犬
台
石
正
面

奉
獻
〔
横
書
き
〕

左
面

寛
政
二
庚
戌
年

五
月
吉
日
建
立

願
主

　

芦
屋
浦

越
野
三
郎
平

雑
記　

左
狛
犬
に
も
同
じ
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

36　

髙
蔵
宮
鳥
居　

岡
垣
町
高
倉
一
一
一
三
（
宮
下
）　

高
倉
神
社

右
柱

寛
政
六
甲
寅

年

正
面
額

髙
蔵
宮

左
柱

正
月
吉
祥
旦

猿
田
彦
命

裏
面

安
永
七
戌　

　
　
　

七
良

32　

庚
申
尊
天　

岡
垣
町
吉
木
西
一
丁
目
15　

三
叉
路

右
面

安
永
八
巳
亥

八
月
吉
日

正
面

庚
申
尊
天

雑
記　

波
津
か
ら
上
八
へ
の
旧
道
の
五
差
路
（
道
端
）
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
天
明
五

年
銘
石
地
蔵
も
祀
ら
れ
て
い
る
。

33　

石
地
蔵　

岡
垣
町
大
字
波
津
字
黒
崎　

道
端

台
座
右
面

湯
川

　

傳
保
「
長
六
「
加
市
「
熊
吉
「
新
六�

〔
湯
川
横
五
行
。「
は
改
行
頭
。〕

裏
面

天
明
五
年

二
月
吉
日

雑
記　

波
津
か
ら
上
八
へ
の
旧
道
の
五
差
路
（
道
端
）
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
安
永
十

年
銘
の
猿
田
彦
命
も
祀
ら
れ
て
い
る
。

六
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右
柱

奉

進　

華
表
一
基　

施
主
無
量
院

正
面
額

龍
王
社

左
柱

享
和
四
甲
子

年
二
月
吉
日

　
　
　
　
　
　

赤
間
関
石
工
松
尾
伊
兵
衛
法
治

40　

氏
守
八
幡
宮　

岡
垣
町
大
字
山
田
字
宮
ノ
尾
九
三
二　

氏
森
神
社

右
面

宝
永
三
丙
戊

年
八
月

　

黒
田
源
左
衛
門
一
利
再
立

左
面

文
化
元
年
甲
子

六
月
十
日

　

黒
田
源
左
衛
門
一
定
再
立

裏
面

慶
長
八
年
癸
卯

八
月

氏
守
八
幡
宮
神
殿
一
宇

　

黒
田
美
作
一
成
建
立

　
　

大
宮
司
秋
武
主
水
正

雑
記　

山
田
村
大
坪
に
あ
っ
た
氏
森
神
社
と
山
田
村
押
田
の
聖
母
山
に
あ
っ
た
氏
森

八
幡
宮
を
寛
永
年
間
に
領
主
黒
田
公
の
寄
進
に
よ
り
合
祀
し
た
の
が
現
在
の
氏
森
神

社
と
聞
く
。

37　

猿
田
彦
大
神　

岡
垣
町
吉
木
西
一
丁
目
15　

三
叉
路

右
面

寛
政
八
丙
辰

年

正
面

猿
田
彦
大

38　

灯
塔　

岡
垣
町
大
字
内
浦
字
髙
入
一
一
二
五　

若
宮
神
社
境
内

右
側
右
面

寛
政
八
辰
□

年

正
面

若
宮
社

左
面

九
月
吉
日

裏
面

施
主
當
邑若
者
中

左
側
右
面

寛
政
八
辰
□

年

正
面

若
宮
社

左
面

九
月
吉
日

裏
面

施
主
當
邑若
者
中

39　

龍
王
社
鳥
居　

岡
垣
町
大
字
戸
切
字
龍
王
一
一
九
二　

龍
王
神
社

六
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右
柱

文
化
七
年
庚
午
四
月
吉
日
建
立

　
　
　
　
　

願
主
芦
屋
町
井
上
與
六

正
面
額

金
毘
羅
神
社

左
柱

別
當
神
傳
院　

安
部
宮
内

　
　
　

発
起
寄
附

　
　
　

糠
塚　

永
野
新
九
郎

　
　
　

寄
附
十
三
ヶ
村

　
　
　

當
村
保
正　

吉
田
惣
八

　
　
　

當
村　

若
者
中

44　

水
盤　

岡
垣
町
吉
木
西
二
丁
目
10　

安
照
寺

右
面

文
政
元
寅

　

下
境
村

正
面進

〔
横
書
き
〕

左
面

小
嶋
仁
平

　
　

 
母

45　

灯
塔　

岡
垣
町
大
字
吉
木
字
久
保
二
四
五
七　

須
賀
神
社

右
面

41　

灯
塔　

岡
垣
町
大
字
吉
木
字
久
保
二
四
五
七　

須
賀
神
社

右
面

文
化
四
卯
年

正
面

祇
園
社

左
面

四
月
吉
祥
日

42　

水
盤　

岡
垣
町
大
字
糠
塚
字
本
村
四
八
〇　

須
賀
神
社

文
化
四
年

　

村
中

　
　

卯
十
一
月
吉
日

43　

鳥
居　

岡
垣
町
大
字
海
老
津
字
白
谷　

白
峰
神
社

右
柱

文
化
七
年
庚
午
四
月
吉
日

正
面
額

白
峰
神
社

左
柱

平
成
二
十
五
年
六
月
再
建

　
　
　
　

宮
司
久
門
成
春

　
　
　
　

海
老
津
四
区
氏
子
中

　
　
　
　
　
　

石
工
竹
石
石
材
工
業

雑
記　

廃
材
に
よ
る
と
旧
鳥
居
銘
文
は
次
の
よ
う
に
復
元
で
き
る
。

六
七
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48　

庚
申
尊
天　

岡
垣
町
糠
塚
の
道
端

　
　

天
保
六
年

庚
申
尊
天

　
　

末
六
月
□
□
辰
中

雑
記　

こ
の
道
は
芦
屋
か
ら
糠
塚
を
通
り
赤
間
宿
へ
の
道
で
あ
る
。

49　

喚
鐘　

岡
垣
町
吉
木
二
五
〇
六
五　

安
楽
院

天
保
七
歳

　
　

申
四
月
吉
日

本
寺

　

長
源
寺

　
　

清
譽
代

遠
賀
郡
吉
木
邑

安
楽
院

　

隼
譽
代

施
主
同
村

　

門
司
又
三
良

　

同　

權　

三

雑
記　

江
戸
時
代
に
、
長
源
寺
は
安
楽
院
火
災
再
建
を
支
援
し
た
と
聞
く
。

50　

水
盤　

岡
垣
町
大
字
内
浦
字
髙
入
一
一
二
五　

若
宮
神
社
境
内

正
面

奉

進
〔
左
三
行
上
横
書
き
〕

祇
園
社

正
面

奉

進

左
面

文
政
五
壬
年

　
　

廣
渡
助
九
良

46　

水
盤　

岡
垣
町
大
字
馬
掛
原　

景
石
神
社
（
牧
神
社
）

文
政
六
年

氏
子
中

九
月
吉
日

雑
記　

景
石
神
社
に
牧
神
社
が
合
祀
さ
れ
た
。
合
祀
の
時
期
は
明
治
期
で
あ
ろ
う
か
。

牧
神
社
は
当
神
社
の
近
く
に
あ
っ
た
大
き
な
牧
場
の
守
り
神
と
思
わ
れ
る
。
貝
原
益

軒
は
、
牧
場
は
神
代
か
ら
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
緒
元
は
室
町
期
で
、
江
戸
時
代
に

は
数
度
の
開
場
、
閉
鎖
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

47　

熊
野
宮
鳥
居　

岡
垣
町
吉
木
西
一
丁
目
15　

熊
野
神
社

右
柱

文
政
七
甲
申

歳
三
月
再
建
村
中

正
面
額

熊
野
宮

左
柱

〔
十
前
後
の
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
が
、
摩
滅
で
読
め
な
い
。〕

六
八
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53　

狛
犬
（
一
対
）
岡
垣
町
高
倉
一
一
一
三
（
宮
下
）　

高
倉
神
社

右
側
台
座
右
面

弘
化
四
丁
未
年
三
月

正
面

獻左
面

蜑
住
村
大
庄
屋

　

松
井
仁
十
郎
尭
鴨

別
府
村
大
庄
屋

　

仰
木
三
兵
衛
茂
生

左
側
台
座
右
面

下
底
井
野
村
大
庄
屋

　

有
吉
與
右
衛
門
真
徳

本
城
村
大
庄
屋

　

佐
藤
傳
三
郎
信
敏

正
面

獻左
面

本
城
村
石
匠

　
　

小
田
亦
平
安
佳

54　

水
盤　

岡
垣
町
大
字
手
野
字
新
松
原　

厳
島
神
社

右
面

弘
化
四
未　

年

　

水
貫
仕
収

天
保
十
三
年

施
主
村
中

壬
丙
十
二
月
吉
日

裏
面

世
話
人　

善
右
門
市

51　

脊
柱　

岡
垣
町
大
字
黒
山
字
嶋
井
崎
一
〇
七
一　

春
日
神
社

右
面

弘
化
三

　
　
　

午

　
　
　
　

正
月

正
面

大
師

左
面

施
主　

本
村
中

　
　
　

世
話
人

　
　
　
　
　

源
十

　
　
　
　
　

長
次
郎

52　

水
盤　

岡
垣
町
内
浦　

長
源
寺

右
面

弘
化
三
丙
午

年
三
月
下
旬
〔
二
行
と
も
横
書
き
〕

正
面

發
起
西
信

代
〔
横
書
き
〕

六
九
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57　

狛
犬
（
一
対
） 

岡
垣
町
大
字
山
田
字
宮
ノ
尾
九
三
二　

氏
森
神
社

右
側
右
面

安
政
四
己
巳

年
五
月
吉
辰

　

大
祝
吏

　
　

伊
藤
民
部
源
尚
滋

正
面

奉
獻
〔
横
書
き
〕

左
面

戸
切
村
庄
屋

　

有
吉
嘉
平
篤
茂

當
村
庄
屋

　

嶺
源
治
良
宣
徳

　
　

松
丸
源
八
正
賢

　
　

吉
田
善
兵
衛
理
則

左
側
右
面

　

松
丸
源
吉
茂
久

　

松
丸
伊
藏
茂
冨

正
面

奉
獻
〔
横
書
き
〕

左
面

下
大
隈
村
住

　
　

石
工

　
　
　

卜
部
勘
十

58　

線
香
立
て　

岡
垣
町
吉
木
西
一
丁
目
10　

隆
守
院

正
面

獻左
面

本
願
主
庄
屋

　
　
　

吉
田
貞
治

組
頭　

廣
渡
久
治

牟
田
持

　
　
　

蓮
中

55　

水
盤　

岡
垣
町
吉
木
西
一
丁
目　

熊
野
神
社

献
　

太
田
清
七
□
「
門
司
清
次
郎
「
瓜
生
佐
七
「
川
原
□
行
七
「
波
多

　

野
□
□
「
門
司
付
□　
　
〔
太
田
清
七
□
以
下
六
行
。「
は
改
行
頭
。〕

嘉
永
五
年

56　

旗
柱
（
一
対
）　

岡
垣
町
吉
木
一
丁
目
５　

吉
木
橋
袂

右
旗
柱
正
面

奉

進

裏
面

正
矢
口
若
連
中

左
旗
柱
正
面

奉

進

裏
面

安
政
二
乙
卯

年

　
　
　

□
月
吉
辰
日

七
〇
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遠
賀
郡

　
　

吉
木
村

　

松
原
山

　
　
　

安
楽
院

　
　
　
　
　

汁
物

　
　

施
主

　
　
　

門
司
權
三
郎

　
　
　

同　

又
三
郎

安
政
六
未

　
　
　

八
月
吉
日

　

現
住

　
　
　

薩
譽
代

61　

水
盤　

岡
垣
町
山
田
字
地
蔵
面
九
三
四
ノ
一　

宝
樹
院

右
面

安
政
六
未

七
月

　

當
山

　
　

十
八
世

　
　
　

建
譽
代

正
面

盥左
面

戸
切
村

　

林
茂
三
郎
「
同
和
作
「
同
安
治　
〔
戸
切
村
横
三
行
。「
は
改
行
頭
。〕

右
面

瓦
原
良
茂
作

正
面

奉

進

左
面

安
政
五
午
年

裏
面

□
□
屋

　
　

十
作

雑
記　

瓦
質
の
焼
き
物
で
あ
る
。

59　

愛
宕
社
石
祠 

岡
垣
町
大
字
内
浦
字
髙
入
一
一
二
五　

若
宮
神
社

右
面

安
政
五
午
十
二
月

　
　
　
　
　

施
主
村
中

左
面

時
之
大
祝
吏

　

伊
藤
要
人
源
尚
秀

保
正　
　
　

 

藤
原

　

石
山
清
五
郎
重
國

60　

喚
鐘　

岡
垣
町
吉
木
二
五
〇
六
五　

安
楽
院

筑
前
国

七
一
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左
側
正
面

獻
奉
〔
横
書
き
〕

裏
面

中
西
次
郎
兵
衛
「
小
野
清
次
郎
「
和
田
武
平
「
坂
口
平
四
郎
「
福
田
屋
藤
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
五
行
。「
改
行
頭
。〕

　
　
　
　

西
一
丁
組
中

65　

庚
申
塔　

岡
垣
町
大
字
原
字
堀
地　

西
川
四
国
第
六
十
二
番
札
所

右
面

文
久
二
壬
戌

　
　
　

九
月
吉
辰

正
面

庚
申
塔

　
　

邑
中

66　

髙
蔵
宮
鳥
居　

岡
垣
町
高
倉
一
一
一
三
（
宮
下
）　

高
倉
神
社

右
柱

元
治
元
年
申
子

正
面
額

髙
蔵
宮

左
柱

三
月
吉
日
建
之

67　

祠　

岡
垣
町
大
字
糠
塚
字
本
村
四
八
〇　

須
賀
神
社

右
面

62　

水
盤　

岡
垣
町
大
字
戸
切
字
本
村
九
二　

善
照
寺

安
政
七
申
三
月

無
量
院

林
和
□

63　

道
標　

岡
垣
町
大
字
戸
切
字
本
村　

道
端

右
面

永
沼
又
七

正
面

是
ヨ
リ
右
あ
か
ま

左
よ
し
と
め
至

左
面

安
政
七
年

申
十
月
吉
日

雑
記　

本
村
集
落
端
、
小
川
に
架
か
る
橋
の
袂
に
立
っ
て
い
る
。
平
成
十
八
年
時
点

赤
間
へ
の
道
は
農
道
。
吉
留
へ
の
舗
装
道
に
な
っ
て
い
る
。

64　

狛
犬
（
一
対
）　

岡
垣
町
大
字
原
字
大
松
六
九
五　

大
原
神
社

右
側
正
面

獻
奉
〔
横
書
き
〕

裏
面

文
久
二
戌
五
月

大
先
達
法
印
胎
蔵
院
徳
尹

卋
話
人

　

橋
本
屋
半
四
郎

七
二
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69　

宝
篋
印
塔　

岡
垣
町
大
字
原
字
大
松
六
九
五　

大
原
神
社

塔
身
正
面　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

基
礎
正
面

ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

塔
身
左
面

せ塔
身
裏
面

ロ塔
身
右
面

ヽ蓮
花
座
正
面

肥
塚
次
郎
右
衛
門
勝
寅
「
衣
斐
安
六
郎
重
年
「
井
手
半
右
衛
門
伊
直

「
大
森
浅
右
衛
門
實
久
「
濱
埼
五
左
衛
門
貞
靖
「
各
務
弥
三
大
夫
一
徳

〔
六
行
。「
は
改
行
頭
。〕

左
面

大
先
達
權
大
當
部
法
印

　
　
　

胎
蔵
院
徳
尹
代

右
面

慶
應
三
年

　

冬
十
一
月
日

台
座
正
面

松
尾
桂
七
種
久
「
山
田
泰
助
忠
重
「
田
中
五
郎
作
□
平
「
大
神
壮
助
□
直

〔
四
行
。「
は
改
行
頭
〕

左
面

浦
大
庄
屋
□
□

　
　

大
嶋
□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
床
寄
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旗
生
弥
平

慶
應
元
年　
　
　
　
　
　

卋
話
人

　

乙
丑
十
二
月
吉
辰　
　
　
　

惣
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

要
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勘
次

左
面

生
眼
八
幡
宮
拝
所

石
社
一
宇

進

　
　
　

大
庄
屋

　
　
　
　

仰
木
兼
助
廣
薩

　
　
　

庄
屋
大
庄
屋
格

　
　
　
　

旗
生
大
吉
衛
直
繁

　
　
　
　
　
　

入
江
傳
五
郎

　
　
　

組
頭　

二
村
正
五
郎

　
　
　
　
　
　

旗
生
團
平

　
　
　

組
頭
格
石
松
江
七

68　

水
盤　

岡
垣
町
大
字
内
浦
字
髙
入
一
一
二
五　

若
宮
神
社
境
内

慶
應
三

　

奉　

村
卜
部

　

納　
　

半
治
良

卯
五
月
廿
四
日

七
三
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て
い
る
。
傍
に
71
が
立
っ
て
い
る
。

73　

郡
境
石　

岡
垣
町
湯
川
と
宗
像
市
上
八
境　

旧
道
の
北
側

南
面

上
八
村
抱

西
面

從
是
西
宗
像
郡

雑
記　

波
津
か
ら
上
八
に
通
じ
る
道
と
郡
境
が
交
差
す
る
位
置
、
道
の
北
側
に
あ
る
。

約
三
十
年
前
に
は
、「
波
津
村
抱
」「
從
是
東
遠
賀
郡
」
と
彫
ら
れ
た
郡
境
石
と
当
郡

境
石
の
二
本
あ
っ
た
と
記
憶
す
る
。
平
成
二
十
九
年
時
点
は
一
本
し
か
確
認
で
き
な

い
。

74　

郡
境
石　

岡
垣
町
大
字
城
畑　

城
山
峠
の
郡
境

一
面

従
是
北
東
遠
賀
郡

一
面

　
　
　

上
畑
村
抱

雑
記　

元
位
置
は
旧
道
と
バ
イ
パ
ス
の
間
あ
た
り
、
景
色
は
著
し
く
変
わ
っ
て
い
る
。

現
在
は
寄
合
い
堂
の
踏
み
台
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　
　

津
上
家
□
□
□

代
□

　
　

亀
津
亀
太
郎

70　

高
倉
宮
道
標　

岡
垣
町
吉
木
西
二
丁
目
６　

四
ッ
角

右
面

慶
應
二
丙
寅

　
　

拂
川
大
庄
屋
三
輪
佐
一
郎
景
□

四
月
吉
辰
建
立　

同
觸
諸
用
聞
掛
軒
正
兵
□

正
面

南　
　

高
蔵
宮
道

左
面

安
ら
く
ハ　

東
内
ら
波
つ　

北
阿
し
や

南
よ
し
き
里　

む
な
か
た
邑
西

雑
記　

左
面
は
草
書
の
た
め
、
職
者
の
確
認
を
望
ま
れ
る
。

71　

郡
境
石　

岡
垣
町
垂
水　

垂
水
峠

従
是
西
宗

雑
記　

欠
損
し
て
お
り
、
下
半
が
な
い
。
72
の
郡
堺
石
の
傍
に
立
っ
て
い
る
。

72　

郡
境
石　

岡
垣
町
垂
水　

垂
水
峠

従
是　

東
遠
賀
郡

西
宗
像
郡

雑
記　

平
成
二
十
八
年
二
月
五
日
時
点
、
旧
道
と
郡
境
が
交
差
す
る
位
置
に
転
が
っ

七
四
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４　

八
剱
宮
鳥
居　

遠
賀
町
今
古
賀　

八
剱
神
社

右
柱

華
表
壹
基
遠
賀
郡
今
古
賀
村　

村
田
小
次
郎
敬
建

正
面
額

八
劔
宮

右
柱

正
徳
二
壬
辰
年
六
月
吉
祥
日　

社
人
松
本
内
匠

５　

庚
申
神
者
天
穂
日
尊　

遠
賀
町
別
府
字
宮
ノ
前　

今
泉
神
社

　
　

正
徳
二
年

庚
申
神
者
天
穂
日
尊

　
　

八
月
吉
日

雑
記　

字
宮
ノ
前
、
千
々
岩
家
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
も
の
を
今
和
泉
社
に
移
転
し
た

と
聞
く
。

６　

青
面
大
金
剛　

遠
賀
町
鬼
津
字
小
鳥
掛　

集
落
入
口
道
端

　
　

正
徳
四
天
正
月
吉
日

青
面
大
金
剛

　
　

小
鳥
掛
村
中

雑
記　

神
仏
習
合
で
あ
る
。

７　

庚
申
尊
天　

遠
賀
町
虫
生
津
字
花
園　

道
端

　
　

正
徳
四
天

遠
賀
町
篇

１　

水
盤　

遠
賀
町
上
別
府
字
高
家　

天
満
宮
の
参
道
入
口

奉

進
〔
左
三
行
上
横
書
き
〕

元
禄
八
乙
亥
年

柳
野
権
九
郎
久
満

八
月
吉
日

２　

老
良
社
鳥
居　

遠
賀
町
老
良　

老
良
神
社

右
柱

奉
建
立
鳥
居
區
老
良
産
子
中

正
面
額

老
良
社

左
柱

寶
永
三
丙
戌

年
二
月
吉
辰　

松
本
山
城
守
藤
原
清
弘

３　

今
泉
社
鳥
居　

遠
賀
町
別
府
字
宮
ノ
前　

今
泉
神
社

右
柱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋
柳
野
権
助

華
表
壹
基
遠
賀
郡
別
符　

仝
氏
庄
助　
　
　

敬
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
中
産
子
中

正
面
額

今
泉
社

左
柱

正
徳
二
壬
辰
年
六
月
吉
祥
日　

社
人
占
部
市
太
夫

七
五
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10　

灯
塔
（
一
対
）　

遠
賀
町
上
別
府
字
高
家　

山
崎
神
社

右
側
柱

奉　
　

正
徳
五
未

天

　

山
崎
大
明
神

進　

二
月
八
日　

花
園

　
　
　
　
　
　
　

武
七

左
側
柱

奉　
　

正
徳
五
未

天

　

山
崎
大
明
神

進　

二
月
八
日　

花
園

　
　
　
　
　
　
　

□
□

11　

大
神
宮
鳥
居　

遠
賀
町
尾
崎　

大
神
宮

右
柱

華
表
一
基
遠
賀
郡
尾
崎
村
二
亦
伊
左
衛
門
敬
建

當
宮
建
立
癸
巳
八
月
廿
一
日
當
村
二
亦
利
右
衛
門
發
起

正
面
額

大
神
宮

左
柱

享
保
二
丁
酉
秋
八
月
吉
祥
日
同
村
二
亦
清
兵
衛
敬
建

12　

灯
塔　

遠
賀
町
浅
木
八
七
四　

浅
木
神
社
内
天
満
宮
前

　
　

享
保
七
年

天
満
宮　

森
藤
七
□

　
　

一
月
吉
日

謹
請
庚
申
尊
天

　
　
午

二
月
吉
日

８　

青
面
大
金
剛
尊　

遠
賀
町
尾
崎
の
公
園
（
貴
舩
社
跡
）

正
面

　
　

正
徳
四
天

青
面
大
金
剛
尊

　
　

二
月
吉
日　

尾
崎
村

左
面

三
浦
文
右
エ
門

雑
記　

神
仏
習
合
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

９　

奉
請
庚
申
尊
天　

遠
賀
町
鬼
津
字
西
浦　

川
西
四
国
六
番
札
所

右
面

　
　
　
　
　
　

□
□

正
徳
四
甲
午
歳　
〔
下
に
左
人
名
横
一
列
。「
は
改
行
頭
。〕

　

野
口
□
千
吉
「
同
喜
八
「
同
□
一
郎
「
同
小
七
「
同
七
奉
□
□

　
　
「
同
卒
□
「
同
三
四
良
「
同
□
□
「
山
□
八
□

正
面

奉
請　

庚
申
尊
天

左
面

七
月
題
吉
祥
月　
〔
下
に
左
人
名
横
一
列
。「
は
改
行
頭
。〕

　

二
村
又
彦
「
同
又
三
郎
「
同
□
兵
□
「
同
□
六
「
同
九
平
郎

　

同
□
二
「
同
□
□
八
「
同
方
一
「
□
久
□
□
一

七
六
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大
乗
妙
典
一
字
一
石

裏
面

　
　
　

享
保
壬
寅

歳

若
松
山
栄
宗
寺
幻
住
合
舩
□
□

　
　
　

七
月
自
□
恣
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
次
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
市
母

16　

天
満
宮
鳥
居　

遠
賀
町
上
別
府
字
高
家　

天
満
宮
の
参
道

右
柱

奉
創
建
鳥
居
一
口

正
面
額

天
満
宮

左
柱

享
保
十
季
龍
次
乙
巳
首
春
吉
且

17　

庚
申
尊
天　

遠
賀
町
上
別
府
字
高
家　

天
満
宮
の
参
道
端

右
面

　

享
保
十
年

正
面

庚
申
尊
天

左
面

　

十
月
吉
日

18　

水
盤　

遠
賀
町
上
別
府
字
高
家　

天
満
宮
の
参
道
端

右
面

13　

灯
塔
残
片　

遠
賀
町
別
府
字
宮
ノ
前　

今
泉
神
社

　
　

九
月
吉
辰

今
泉
宮

　
　

享
保
七
壬
寅
天

14　

水
盤　

遠
賀
町
嶋
津　

西
川
西
国
三
番
礼
所

右
面

　
　

享
保
七
壬
寅

年
六
月
廿
八
日

正
面

盂
盆
經
一
字
一
石

左
面

　
　
　

願
主
直
念
塔　

主

　
　
　
　
　
　

二

雑
記　

二
つ
に
折
れ
て
い
る
。
欠
字
あ
る
か
。

15　

大
乗
妙
典
一
字
一
石　

遠
賀
町
若
松　

栄
宗
寺

右
面

　
　
　
　
　
　

利
子
母　

平
□
母

　
　
　
　
　
　

新
子
母　

藤
子
母

　
　

進
施
主　
　
　
　

久
七
母

　
　
　
　
　
　

□
六
母　

弥
□
母

　
　
　
　
　
　

利
□
母　

右
平
母

正
面

七
七
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21　

巡
礼
供
養
塔　

遠
賀
町
虫
生
津　

西
国
第
十
札
所

左
面

元
文
三
戊
午

年

正
面

西
國
三
十
三
所
順
禮
供
羪
塔

左
面

六
月
十
七
日　

□
□

　
　
　
　
　
　
　

大
野
治
八

雑
記　

四
国
巡
礼
の
記
念
碑
で
あ
り
、
極
め
て
珍
し
い
。

22　

大
乗
妙
典
一
字
壹
石
祈
追
福
者
碑　

遠
賀
町
松
の
元
三
丁
目�

延
命
地
蔵
堂

�　
　
　

寛
保
二
壬
戌

年

奉
納
大
乗
妙
典
一
字
壹
石
祈
追
福
者
也

　
　

七
月
吉
日

23　

大
乘
玅
典
一
字
一
石
塔　

遠
賀
町
木
守
字
西　

井
手
神
社
横

右
面

五
穀
成
就
也

正
面

奉
納
大
乘
玅
典
一
字
一
石
塔

左
面

為
村
中
安
全

享
保
十
三
年

　
　

六
月
吉
日

正
面

　
奉

　

進
左
面

□
□
茂
七

19　

高
田
大
明
神
鳥
居　

遠
賀
町
虫
生
津
字
西
ノ
前　

高
田
神
社

右
柱創

建
鳥
居
一
區

正
面
額

高
田
大
明
神

左
柱

享
保
十
三
戊
申

祀
重
陽
日
虫
生
津
村
衆
産
民
等

雑
記　

正
面
額
と
横
木
は
柱
と
石
材
が
異
な
る
、
修
理
で
あ
ろ
う
か
。

20　

灯
塔
残
片　

遠
賀
町
上
別
府
字
高
家　

天
満
宮

享
保
十
四
年
己
酉

天
満
宮　

村
中

　
　

二
月
吉
日

雑
記　

境
内
や
参
道
に
享
保
期
・
天
満
宮
の
灯
塔
な
ど
の
残
片
が
七
個
あ
り
。

七
八
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26　

奉
納
大
乗
妙
典
一
石
一
字
塔　

遠
賀
町
浅
木
三
丁
目　

道
端

右
面

宝
暦
九
□
□　
　
　

吉
日

正
面

奉
納
大
乗
妙
典
一
字
一
石
塔

左
面

村
中
午
鳥
□
□
□
□

27　

鳥
居
残
片　

遠
賀
町
若
松
字
丸
ノ
内　

住
吉
神
社

柱
残
片

維
寶
曆
十
庚
辰
捻
如
月
吉
祥
日

雑
記　

当
住
吉
神
社
は
貞
享
元
年
に
鳥
見
山
よ
り
当
地
に
移
っ
た
と
い
う
。
鳥
見
山

は
当
神
社
の
裏
手
の
岡
で
あ
る
。

28　

水
盤　

遠
賀
町
鬼
津
字
小
鳥
掛　

川
西
四
国
七
十
七
番
札
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
□

　

明
和
八
辛
卯
　
　
　

代
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
□

水
盤　
　
　
　
　
　
　
　

半
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
□

　

正
月
吉
日　
　
　
　
　

与
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
□

裏
面

旹
寶
曆
三
癸
酉

　

七
月
吉
祥
日

雑
記　

古
く
は
井
手
神
社
の
境
内
に
あ
っ
た
と
聞
く
。

24　

灯
塔
（
一
対
）　

遠
賀
町
浅
木
八
七
四　

浅
木
神
社

右
側
右
面

寶
暦
三
□
丙
年

正
面

奉

進
鬼
津
觸
中

左
面

九
月
吉
日

左
側
右
面

奉

進
鬼
津
觸
□

正
面

九
月
吉
日

裏
面

□
□
三
□
□
年

25　

灯
塔　

遠
賀
町
浅
木
八
七
四　

浅
木
神
社

宝
暦
八

奉

進

　
　

柳
井
弥
六

　

□
四
月
吉
日

七
九
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正
面

盥左
面

奉
納

裏
面

下
底
井
野
邨

　
　

若
者
中

32　

香
春
権
現　

遠
賀
町
虫
生
津
倉
谷
（
龍
ノ
鼻
）　

倉
谷
権
現

石
祠
内
正
面

辛
國
息
長
大
姫

石
祠
裏
面

天
明
中
所
再
興
之
辛
国
息
「
長
大
媛
社
者
神
所
祭
豊
之
「
香
春
地
也
昔
日
岩
淵
翁
有

「
欲
祭
此
神
志
而
談
毛
利
有
「
直
々
治
重
先
醒
之
言
以
石
「
製
羨
祠
而
傳
不
朽
故
感

其
「
盟
譽
不
差
標
楩
築
云�

〔
七
行
、「
は
改
行
頭
。〕

雑
記　

倉
谷
権
現
は
香
春
権
現
と
長
玄
地
蔵
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
社
殿
正
面
は
香
春

権
現
と
表
示
さ
れ
て
い
る
。『
筑
前
国
續
風
土
記
拾
遺
巻
三
巻
』
遠
賀
郡
虫
生
津
に

「
香
春
大
明
神
竜
之
鼻
に
在
。
豊
前
国
田
川
河
郡
香
春
社
を
祭
る
と
云
。
小
社
之
。」

と
記
し
て
い
る
。
な
お
、『
遠
賀
町
史
』
に
は
石
祠
内
の
碑
に
「
辛
國
息
長
大
姫
大

目
命
」
と
刻
ん
で
い
る
と
あ
る
が
、
石
祠
内
正
面
に
「
辛
國
息
長
大
姫
」
と
彫
ら
れ

て
お
り
、「
辛
国
息
長
大
姫
大
目
命
」
と
彫
ら
れ
た
石
碑
は
確
認
で
き
な
い
。

33　

灯
塔
（
一
対
）　

遠
賀
町
木
守
字
西　

井
手
神
社

右
側
正
面

雑
記　

水
盤
下
部
が
埋
ま
っ
て
お
り
、
名
前
が
読
め
な
い
。

29　

灯
塔　

遠
賀
町
若
松
字
丸
ノ
内　

住
吉
神
社

左
側
右
面

天
明
六
丙
午

年

正
面

献
燈

裏
面

保
正
土
師
宅
平
致
隆

雑
記　

現
在
は
本
来
別
の
灯
塔
34
と
組
み
合
せ
と
な
っ
て
い
る
。

30　

祠
残
片
（
綿
津
見
社
）　

遠
賀
町
虫
生
津
西
ノ
前　

高
田
神
社

右
面

天
明
甲
辰

六
月
吉
祥
日

左
面

大
保
正

　

毛
利
喜
八

雑
記　

明
治
期
の
合
祀
か
。

31　

水
盤　

遠
賀
町
浅
木
八
七
四　

浅
木
神
社

右
面

天
明
七
年
丁
午

□
□

八
〇
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奉
建
立
鳥
居
一
基　

大
宮
司　

松
本
大
和
守
藤
原
清
加
羅
躬

　
　
　
　
　
　
　
　

保
正　

江
藤
只
吉
信
行

正
面
額

八
剱
宮

左
柱

文
化
九
壬
申

年
秋
九
月　

願
主　

氏
子
中

雑
記　

広
渡
の
八
剱
神
社
は
寛
永
五
年
遠
賀
川
堀
通
に
よ
り
宝
永
四
年
廣
渡
八
剱
神

社
と
し
て
字
長
江
に
分
霊
を
勧
進
、
昭
和
三
十
六
年
国
道
三
号
線
拡
張
工
事
の
た
め

当
地
（
字
井
地
）
に
移
設
さ
れ
た
。
そ
の
折
に
、
当
鳥
居
も
移
設
さ
れ
た
と
み
ら
れ

る
。
遠
賀
町
広
渡
の
八
剱
神
社
所
在
金
石
文
の
大
半
は
右
記
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い

て
、
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

36　

植
樹
記
念
碑　

遠
賀
町
浅
木
八
七
四　

浅
木
神
社

右
面

箙
梅
稙
續

正
面

文
政
三
庚
辰
年
正
月

裏
面

髙
倉
村
庄
屋

　
　

有
吉
治
平

37　

住
吉
宮
鳥
居　

遠
賀
町
若
松
字
丸
ノ
内　

住
吉
神
社

右
柱

　
　
　
　
　
　
　
　

願
主
村
中

寛
政
七
年

左
面

獻
燈

裏
面

土
師
守
軀

左
側
正
面

獻
燈

左
面

乙
卯
□
陽

裏
面

大
宮
司

　

門
司
三
河
守
成
美

34　

灯
塔　

遠
賀
町
若
松
字
丸
ノ
内　

住
吉
神
社

右
側
正
面

獻
燈

左
面

保
正
土
師
宅
衛
門
不
伐

裏
面

文
化
八
辛
未

年

雑
記　

現
在
は
本
来
別
の
灯
塔
29
と
一
対
と
な
っ
て
い
る
。

35　

八
剱
宮
鳥
居　

遠
賀
町
広
渡
字
井
地　

八
剱
神
社

右
柱

八
一
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右
柱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
吉
長
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
松
正
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
氏
茂
吉

文
政
七
年

在
甲
申　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
松
作
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

願
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
下
祥
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

棟
梁　

源
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
工　

小
倉
清
八

正
面
額

山
㟢
宮

左
柱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卜
部
和
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
柳
七
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
牧
邨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幸
田
善
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
盛
又
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
松
善
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤
藤
十

奉
再
建
華
表
壹
基　

保
正
小
野
傳
二
基
明

　
　
　
　
　
　
　
　

組
頭
主
□
□
□

正
面
額

住
吉
宮

左
柱

維
文
政
三
庚
辰　

三
月
吉
祥
日　
　

和
泉
源
□
□

38　

奉
寄
進
碑　

遠
賀
町
広
渡
字
井
地　

八
剱
神
社

右
面

文
政
六
年

正
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
田
傳
□
□
門

奉

進　

御
神
殿
廻　
　
　
　

石
田
□
右
□

　
　
　
　
　

石
壇
二
丁
□
間　

石
橋
作
□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
田
正
市
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
五
三
郎

左
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
□
□
□

　

癸
□
九
月　
　
　
　
　
　
　

□
□
□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
□
□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
□
□
□

雑
記　

左
面
の
銘
は
植
え
込
み
立
木
の
た
め
読
め
な
い
。

39　

山
崎
宮
鳥
居　

遠
賀
町
上
別
府
字
高
家　

山
崎
神
社

八
二
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正
面納

裏
面

文
政
八
年

　
　

酉
八
月

42　

御
潮
井
台　

遠
賀
町
浅
木
八
七
四　

浅
木
神
社

右
側
正
面

文
政
八
乙
酉

年

左
側
裏
面

芦
屋
町
保
正

　
　

太
田
源
次
郎
重
房

43　

灯
塔　

遠
賀
町
広
渡
字
井
地　

八
剱
神
社

右
面

文
政
十
年
丁
六

三
月

正
面

獻左
面

願
主

　

柴
田
□
六
直

44　

水
盤　

遠
賀
町
浅
木
三
丁
目
１　

西
光
寺

當
山
十
四
世

　
　
　

載
譽
代

九
日
祭
日
建　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
松
吉
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤
勝
平

40　

石
階
段　

遠
賀
町
浅
木
八
七
四　

浅
木
神
社

右
側
上
石
柱
正
面

中
底
井
野

裏
面

乙
酉
九
月

左
側
上
石
柱
正
面

觸
中
再
興

裏
面

文
政
八
年

41　

狛
犬
（
一
対
）　

遠
賀
町
上
別
府
字
高
家　

天
満
宮

右
側
台
石
正
面

納　
左
面

保
正

　

有
吉
長
平
直
徳

　

筋
田
彦
正
郎

裏
面

文
政
八
年

　
　

酉
八
月

左
側
台
石
右
面

　

筋
田
善
右
衛
門
「
筋
田
利
三
郎
「
筋
田
文
四
郎�

〔
三
行
。「
は
改
行
頭
。〕

八
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裏
面

保
正
小
野
理
三
郎
泰
明

47　

井
手
大
明
神
鳥
居　

遠
賀
町
木
守
字
西　

井
手
神
社

右
柱

奉
再
興
神
門
弍
基

　
　
　

故
神
門
者
延
享
十
四
年
門
創
立
文
政
丙
子
之
秋
為
大
風
顚
所

　
　
　

越
四
年
闔
村
之
産
徒　
　
　
　
　
　
〔
前
、
こ
の
行
、
原
文
一
行
。〕

　
　
　

□
□
而
興
復
宏
麗
甚
建
前
規
民
主
之
庶
冨
可
以
知
也
巳

正
面
額

井
手
大
明
神

左
面

保
正
土
師
源
吉
□
善

天
保
貮
辛
卯

季
秋
穀
旦　

岡
縣
木
守
邨　

闔
邨
産
徒
各
敬
尊

雑
記　

当
時
行
政
区
画
と
し
て
縣
は
使
用
し
な
い
、
思
想
的
背
景
に
よ
る
。

48　

須
賀
社
石
祠　

遠
賀
町
虫
生
津
字
西
ノ
前　

高
田
神
社

右
面

保
正

　

久
治

□
　

治
郎
七

　

宜　

□

　

治
郎
□

文
政
十
一
年

　
　

戊
子
清
月

芦
屋
町
保
正

　
　

太
田
源
次
郎
市
□

　
　
　
　
　
　
　

造
立

45　

御
潮
井
台
（
一
対
）　

遠
賀
町
若
松
字
丸
ノ
内　

住
吉
神
社

右
側
右
面

文
政
十
一
子
八
月
吉
日

正
面

御
願
成
就　

丑
年
申
丑

左
面

芦
屋
金
屋
甼
住

雑
記　

左
側
御
潮
井
台
に
も
同
じ
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

46　

灯
塔　

遠
賀
町
若
松
字
丸
ノ
内　

住
吉
神
社

右
側
右
面

獻
燈

裏
面

保
正
小
野
□
□

左
側
正
面

獻
燈

左
面

文
政
十
二
年
己
丑

二
月

八
四
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左
側
右
面

天
保
五
年
甲
午
三
月

正
面

無
盡
燈

左
面

組
頭　

安
増
弥
平
治

同　
　

髙
儀
右
エ
衛
門

□
屋
原

　
　
　

松
山
兵
右
エ
衛
門

裏
面

吉
田
平
五
郎
「
占
部
治
三
郎
「
□
□
幸
吉　
　
〔
三
行
。「
は
改
行
頭
。〕

51　

灯
塔
（
一
対
）　

遠
賀
町
島
津
字
丸
山　

伊
豆
神
社

右
側
正
面

獻
燈

左
面

矢
野
與
三
郎
友
久

裏
面

天
保
五
年

　
　

午
九
月
吉
日

雑
記　

他
の
一
基
に
も
同
じ
銘
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

52　

旗
柱　

遠
賀
町
上
別
府
字
高
家　

天
満
宮

左
側
右
面

左
面

天
保
四
年
癸
巳

七
月

　
　
　

願
主

　
　
　
　

村
中

雑
記　

明
治
期
の
合
社
か
。

49　

百
度
石　

遠
賀
町
浅
木
八
七
四　

浅
木
神
社

右
面

天
保
四
年
九
月
吉
日

正
面

百
度
石

左
面

塩
屋
徳
助

松
本
文
治

50　

灯
塔
（
一
対
）　

遠
賀
町
別
府　

行
萬
寺

右
側
正
面

般
若
燈

左
面

天
保
五
年
甲
午
三
月

裏
面

筋
田
利
三
郎
知
寶
「
同
姓
五
治
郎　
　
　
　
　
〔
二
行
。「
は
改
行
頭
。〕

右
面

同
姓
文
□
□
「
同
姓
兵
右
エ
衛
門　
　
　
　
　
〔
二
行
。「
は
改
行
頭
。〕

八
五
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雑
記　

鳥
居
を
い
ず
れ
か
の
時
代
に
旗
柱
台
に
作
り
変
え
ら
れ
て
い
る
。
当
初
は
52

と
同
一
鳥
居
で
あ
る
。
銘
文
は
当
初
の
鳥
居
時
の
銘
で
あ
る
。

54　

狛　

犬
（
一
対
）　

遠
賀
町
浅
木
八
七
四　

浅
木
神
社

右
側
正
面

奉
獻
〔
横
書
き
〕

左
面

有
吉
源
十
郎
祐
順

裏
面

天
保
十
四
年

　
　
　
癸
卯

二
月
吉
日

左
側
右
面

芦
屋
町

　
　

太
田
源
次
郎
重
房

正
面

奉
獻
〔
横
書
き
〕

裏
面

天
保
十
四
年

　
　
　
癸
卯

二
月
吉
日

55　

宝
篋
印
塔　

遠
賀
町
尾
崎　

川
西
四
国
七
十
五
番
札
所

上
函
右
面　
　
　
　
　
　
　

下
函
右
面

　ヽ
　
　
　
　
　
　

天
保
十
五
年

正
面　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
面

Ζ　
　
　
　
　
　
　

三
部
妙
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉
原
幸
四
郎

正
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
田
和
三
郎

天
保
七
申
六
月
祭
日　

秦
久
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田
幸
右
エ
門

右
側
正
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲
埜
儀
四
良

奉

進　
　
　
　
　
　

卜
部
□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田
次
良
助

雑
記　

鳥
居
を
い
ず
れ
か
の
時
代
に
旗
柱
台
に
作
り
変
え
ら
れ
て
い
る
。
当
初
は
53

と
同
一
鳥
居
で
あ
る
。
銘
文
は
当
初
の
鳥
居
時
の
銘
で
あ
る
。

53　

旗
柱　

遠
賀
町
上
別
府
字
高
家　

天
満
宮
の
参
道

右
側
正
面

　
　
　
　
　
　
　
　

仲
埜
□
□

奉　

　

進　
　
　

白
□
□
□

　
　
　
　
　
　
　
　

仰
木
和
田
次
良
助

左
面

　
　
　
　
　
　
　
　

柳
埜
利
一

左
側
正
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
田
和
三
郎

□
□
七
申
六
月
祭
日　

秦
久
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田
幸
右
エ
門

八
六

史学論叢第 50 号（2020 年３月）



大
城
村

　

小
田
傳
九
郎
「
同
喜
三
郎
「
同
助
吉�

〔
人
名
三
行
。「
は
改
行
頭
。〕

山
田
村

　

松
九
久
七

　

同
源
吉

56　

御
潮
井
台
（
一
対
）　

遠
賀
町
上
別
府
字
高
家　

天
満
宮

右
側
右
面

弘
化
三
年
丙
午
二
月
吉
日

正
面

奉
獻
〔
草
書
〕

左
面

芦
屋
町

　

桑
原
傳
次
郎
宗
昌

左
側
右
面

芦
屋
町

　

桑
原
傳
次
郎
宗
昌

正
面

奉
献
〔
草
書
〕

57　

水
盤　

遠
賀
町
若
松
字
丸
ノ
内　

住
吉
神
社

正
面

奉
獻
〔
横
書
き
〕

裏
面

弘
化
四
丁
未
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
字
一
石

左
面　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
面

：　
　
　
　
　
　
　

甲
辰
十
一
月
吉
日

裏
面⊇台

座
上
か
ら
一
段
右
面

發
起

　

松
井
九
郎
治

正
面

世
話
人
〔
左
人
名
上
に
横
書
き
〕

松
井
才
助
「
同
平
治
郎
「
同
正
作
「
秋
武
右
エ
門
「
畑
生
芳
平

〔
人
名
五
行
。「
は
改
行
頭
。〕

台
座
上
か
ら
二
段
右
面

當
村

　

赤
田
文
□
「
□
□
利
□
「
門
司
甚
十
「
□
田
□
□�

〔
人
名
四
行
。「
は
改
行
頭
。〕

戸
切
村

　

松
井
直
助

□
□
村

　

旗
生
□
右
エ
門

正
面

當
村
中

　

広
田
太
藏
「
松
井
佐
平
「
畑
生
種
三
郎�

〔
人
名
三
行
。「
は
改
行
頭
。〕

小
鳥
掛
村

　

石
松
蔵
八
「
同
茂
三
郎
「
三
原
蔵
兵
エ�

〔
人
名
三
行
。「
は
改
行
頭
。〕

左
面

八
七
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同　

清
三

獻　

同　

武
八
郎

　
　

同　

友
次
郎

　
　

同　

源
三
郎

左
面

嘉
永
五
年

60　

灯
塔
（
一
対
）　

遠
賀
町
広
渡
字
井
地　

八
剱
神
社

右
側
右
面

嘉
永
五
年
十
一
月

正
面

献
〔
草
書
〕

左
面

柴
田
忠
次
郎
勝
従
「
未
木
休
忠
藏
重
徳　
　
　
〔
二
行
。「
は
改
行
頭
。〕

左
側
右
面

嘉
永
五
年
十
一
月

正
面

献
〔
草
書
〕

右
面

原
田
清
門
種
視
「
原
田
徳
三
郎
種
光　
　
　
　
〔
二
行
。「
は
改
行
頭
。〕

61　

灯
塔　

遠
賀
町
広
渡
字
井
地　

八
剱
神
社

右
側
正
面

弐
日
燈
嘉
永
六
年
癸
丑
正
月

裏
面

願
主

　
　

益
四
郎

58　

石
祠　

遠
賀
町
今
古
賀　

八
剱
神
社

正
面
扉
右

弘
化
四
丁
未
年　

多
門
院
□
山

再
建　
　
　
　
　

江
藤
興
四
郎

十
一
月
吉
日

正
面
扉
左

　
　

世
話
人　

掛
□
□
七

施　

津　

山　

稲
屋
助
七

　
　
　
　
　
　

錢
屋
源
治

59　

旗
柱
（
一
対
）　

遠
賀
町
今
古
賀　

八
剱
神
社

右
側
右
面

壬
子

　
　

九
月
上
旬

正
面

　
　

加
藤
林
平

　
　

同　

弥
平

獻　

柴
田
勘
次
良

　
　

同　

政
右
ヱ
門

　
　

 

同　

馬
之
助

左
側
正
面

　
　

柴
田
安
正

八
八
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献
〔
草
書
〕

64　

灯
塔
（
一
対
）　

遠
賀
町
広
渡
字
井
地　

八
剱
神
社

右
側
右
面

安
政
二
年
卯
□
□

正
面

弐
日
燈

左
面

願
主

　

矢
野
彌
作
茂
成

裏
面

大
宮
司

　

松
本
周
防
守
久
武

左
側
右
面

願
主

　

矢
野
彌
三
郎
武
文

正
面

弐
日
燈

裏
面

安
政
二
年
六
月

65　

灯
塔
（
一
対
）　

遠
賀
町
広
渡
字
井
地　

八
剱
神
社

右
側
正
面

弐
日
燈

左
面

松
本
五
三
郎
躬
次
「
松
本
直
右
衛
門
躬
久　
　
〔
二
行
。「
は
改
行
頭
。〕

62　

水
盤　

遠
賀
町
上
別
府
字
高
家　

山
崎
神
社

右
面

嘉
永
七
申
寅

　
　

仲
夏
吉
日

正
面

獻左
面

普
請
方

 

江
藤
久
一
榮
卋

内
浦
村
庄
屋

 

邨
田
角
平
永
廷

裏
面

神
官

 

卜
部
勝
源
祐
重

63　

御
潮
井
台
（
一
対
）　

遠
賀
町
別
府
字
宮
ノ
前　

今
泉
神
社

右
側
正
面

奉
〔
草
書
〕

左
面

嘉
永
七
甲
寅
八
月
吉
日

左
側
右
面

柳
野
久
吉
将
英

正
面

八
九
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正
面

献
燈

左
面

庄
屋

　

矢
野
武
七
郎
恒
永

左
側
右
面

海
老
津
村
庄
屋

　
　

江
藤
多
吉
栄
直

普
請
方
□
□

正
面

献
燈

左
面

安
政
三
丙
辰
六
月
吉
旦

68　

狛
犬
（
一
対
）　

遠
賀
町
広
渡
字
井
地　

八
剱
神
社

右
側
台
石
右
面

安
政
三
年

正
面

獻左
面

願
主

　
　

原
田
長
三
郎
種
久

左
側
台
石
右
面

　
　

原
田
長
四
郎
種
保

　
　

原
田
善
一
種
友

□
□
二
分

　
　

柴
田
嘉
兵
衛
□
衛

　
　

織
田
□
藏
種
□

裏
面

安
政
二
年
卯

左
側
右
面

種
英
永
田
休
種
「
織
田
甚
十
郎
種
明
「
織
田
大
藏
種
近

〔
三
行
。「
は
改
行
頭
〕

正
面

弐
日
燈

裏
面

安
政
二
年
六
月

66　

御
潮
井
台
（
一
対
）　

遠
賀
町
上
別
府
字
高
家　

山
崎
神
社

右
側
右
面

安
政
二
年
卯
九
月
吉
日

正
面

奉
獻

左
面

願
主
筋
田
丈
七

〔
以
下
風
化
が
酷
く
読
め
な
い
〕

67　

灯
塔
（
一
対
）　

遠
賀
町
島
津
字
丸
山　

伊
豆
神
社

右
側
右
面

安
政
三
丙
辰
六
月
吉
旦

九
〇
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中
底
井
野
村
庄
屋

大
庄
屋
格

　

嶺
要
一
郎
昌
英

山
田
村
庄
屋

長男

嶺
源
次
郎
宜
徳

裏
面

安
政
五
年
歳
在

戊
午
九
月
吉
辰

左
側
台
座
右
面

下
上
津
役
醫
師

二男

河
島
方
策
從
通

虫
生
津
村

三男

嶺
泰
蔵
敬
威

正
面

奉
獻
〔
横
書
き
〕

裏
面

〔
剥
落
し
て
読
め
な
い
〕

72　

愛
嶽
山
鳥
居　

遠
賀
郡
尾
崎　

愛
嶽
山

右
面

鳥
居
一
基
建
立　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
正
組
頭　

藤
田
源
平
教
包

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
井
作
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畑
生
權
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世　

門
司
甚
平
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

話　

松
井
孫
市

正
面

獻左
面

辰
秋
九
月

69　

石
祠　

遠
賀
町
上
別
府
字
高
家　

天
満
宮
境
内

右
面

安
政
四
丁
己
九
月
吉
祥
日

奉
仕
宮
本
院

　
　
　

宗
秀
法
印

左
面

施
主　

髙
家
中

世
話
人　

筋
田
源
七

　
　
　
　

柳
野
弥
七

雑
記　

須
賀
神
社
を
合
祀
し
た
も
の
。
左
面
の
銘
は
鞍
手
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵

高
崎
末
男
氏
資
料
に
よ
る
。

70　

御
潮
井
台　

遠
賀
町
虫
生
津
字
西
ノ
前　

高
田
神
社

獻　

安
政
五
四
月
吉
祥
日

願
主
嶺
久
治
保
徳

71　

狛
犬
（
一
対
）　

遠
賀
町
虫
生
津
字
西
ノ
前　

高
田
神
社

右
側
台
座
正
面

奉
獻
〔
横
書
き
〕

左
面

九
一
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人　

吉
田
清
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廣
田
大
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
井
徳
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畑
生
甚
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
井
源
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

治
郎
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
田
□
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
村
嘉
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
田
□
右
エ
門

正
面
額

愛
嶽
山

左
柱

安
政
六
年
己
未

三
月
吉
辰　
　
　
　
　

組　

頭　

門
司
文
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

吉
田
定
藏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芦
屋
町　

髙
嵜
儀
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
司
仁
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

吉
治
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
清
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

籏
生
善
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
嵜
源
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

籏
生
喜
三
郎

大
越
家
權
大
僧
都
法
師　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田
貞
吉

　
　
　
　
　
　
　
　

大
善
院
玄
栄　
　
　
　
　

伊
豆
善
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
治
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

源
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
忠
治
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
閤
水
石
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貝
掛
平
市

雑
記　

神
仏
習
合
で
あ
る
。

73　

灯
塔
（
一
対
）　

遠
賀
町
虫
生
津
字
西
ノ
前　

高
田
神
社

右
塔
右
面

安
政
六
年
巳
未

卯
月

正
面

獻
燈

左
面

　
　

正
光

毛
利
勝
平

同
苗
茂
右
エ
門

　
　
　

 

吉
光

裏
面

大
祝
司

　

卜
部
主
膳
源
裕
重

左
塔
右
面

中
間
市
峯
五
三
郎
久
壽

畠
山
嘉
右
エ
門
正
壽

正
面

獻
燈

左
面

安
政
六
年
未
四
月
吉
辰

九
二
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雑
記　

左
塔
は
再
建
と
み
ら
れ
る
。

74　

水
盤　

遠
賀
町
虫
生
津
字
西
ノ
前　

高
田
神
社

右
面

當
村

　

縄
手
藤
十
秀
政

正
面

奉
獻
〔
横
書
き
〕

左
面

安
政
七
年

　

申
正
月
吉
日

75　

狛
犬
（
一
対
）　

遠
賀
町
木
守
字
西　

井
手
神
社

右
側
台
石
右
面

太
閤
水
石
工

　

貝
掛
嘉
一
郎
義
廣

正
面

獻左
面

田
村
作
十
茂
永
「
同
姓
市
平
一
房
「
白
石
彦
三
郎
珍
美�

〔
三
行
。「
は
改
行
頭
。〕

裏
面

萬
延
元
年
庚
申
八
月
吉
日

　

大
宮
司

　
　

門
司
三
河
守
成
實

左
側
右
面

村
田
重
右
衛
門
定
貢
「
同
姓
八
十
三
貞
次
「
同
姓
卯
三
郎
定
則〔

三
行
。「
は
改
行
頭
。〕

正
面

獻裏
面

萬
延
元
年
庚
申
八
月
吉
事

　

大
宮
司

　
　

門
司
三
河
守
成
實

76　

狛
犬
（
一
対
）　

遠
賀
町
別
府
字
宮
ノ
前　

今
泉
神
社

右
側
台
石
右
面

萬
延
二
辛
酉

　

彌
生
吉
辰
建
之

正
面

獻左
面

大
保
正

　

仰
木
廉
介
廣
蔭

保
正

　

大
保
正
格

　

江
藤
多
吉
榮
直

左
側
台
石
右
面

保
正

　

大
保
正
格

　
　

筋
田
庄
藏
久
□

九
三
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保
正

　
　

田
村
角
本
永
延

保
正

　
　

江
藤
園
藏
英
敬

正
面

獻左
面

大
祝
吏

占
部
主
膳
源
祐
重
代

77　

御
潮
井
台
（
一
対
）　

遠
賀
町
木
守
字
西　

井
手
神
社

右
側
右
面

文
久
元
年
酉
九
月

正
面

奉
献

左
面

田
村
要
助
直
信

左
側
右
面

田
村
要
助
直
信

正
面

奉
献

左
面

文
久
元
年
酉
九
月

78　

狛
犬
（
一
対
）　

遠
賀
町
上
別
府
字
高
家　

天
満
宮

右
側
上
台
石
右
面

世
話
人

　

江
藤
□
吉
「
村
田
角
平　
　
　
　
　
　
　
　
〔
人
名
二
行
。「
は
改
行
頭
。〕

正
面

獻右
側
下
台
石
左
面

本
城
村
大
庄
屋

　

佐
藤
又
三
郎
信
英

尾
崎
村
庄
屋
養
育
方

大
庄
屋
格

　

藤
田
源
平
教
包

戸
切
村
庄
屋

江
藤
多
吉
榮
直

裏
面

虫
生
津
村
庄
屋

大
庄
屋
格

　

毛
利
壽
平
直
温

中
底
井
野
村
庄
屋

　

柴
田
太
平
秀
信

若
松
村
庄
屋

　

小
野
徳
平
俊
正

山
田
村
庄
屋

　

嶺
源
次
郎
宣
徳

木
守
村
庄
屋

　

土
師
新
作
守
信

九
四
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虫
生
津
村
普
請
方

　

嶺
貞
五
郎
祐
知

下
底
井
野
村
普
請
方

　

有
吉
長
平
徳
次

左
側
上
台
石
正
面

獻左
面

文
久
紀
元

次
辛
酉
十
二
月
穀
旦

宮
司

　

宮
本
院
□
良
秀
法
印

左
側
下
台
石
右
面

下
底
井
野
村
庄
屋

大
庄
屋
格

　

有
吉
仁
右
衛
門
正
則

鬼
津
村
庄
屋
兼
普
請
方

大
庄
屋
格

　

小
野
傳
七
重
成

別
府
村
大
庄
屋

　

仰
木
産
助
廣
□

左
面

石
匠
山
鹿
村

　
　
　

才
七

裏
面

海
老
津
村
庄
屋

　

江
藤
圓
藏
英
俊

小
鳥
掛
村
庄
屋

　

小
村
才
作
□
生

今
古
賀
村
庄
屋

　

村
田
角
平
永
延

広
渡
村
庄
屋

　

柴
田
惣
藏
直
俊

嶋
津
村
庄
屋

　

矢
野
七
郎
恒
永

別
府
村
庄
屋

大
庄
屋
格

　

筋
田
利
七
郎
久
敬

79　

御
潮
井
台　

遠
賀
町
島
津
字
丸
山　

伊
豆
神
社

右
面

　
　
　

文
久
元
丙
十
二
月

正
面

　
　

保
正　

矢
野
武
七
□

獻　

組
頭　

矢
野
熊
□
□

　
　

仝　

柴
田
半
四
郎

　
　

仝　

大
□
仁
三
郎

雑
記　

下
部
が
埋
ま
っ
て
い
る
。

80　

水
盤　

遠
賀
町
別
府　

行
萬
寺

右
面

九
五
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永
田
岳
市
「
同　

半
四
郎
「
同
勘
衛
門
「
同　

要
右
郎�

〔
四
行
。「
は
改
行
頭
。〕

正
面

文
久
二
壬　
　

戊
年
二
月

奉

進
〔
横
書
き
〕

□
山
現
住
天
道

左
面

千
代
丸

　

永
田
新
七
「
同
武
三
郎
「
同
卯
三
郎
「
同
半
兵
衛�

〔
人
名
四
行
。「
は
改
行
頭
。〕

81　

石
垣　

遠
賀
町
上
別
府
字
高
家　

天
満
宮

　

奉　

廣
渡
村

　
　
　

木
守
村

　

　

下
底
井
野
村

　
　
　

虫
生
津
村

　

進　

今
古
賀
村

　
　
　

尾
㟢
村

　

左　

鬼
津
村

　
　
　

戸
切
村

　

右　

□
□
村

　
　
　

若
枩
村

　

石　

嶋
津
村

　
　
　

小
鳥
掛
村

　

垣　

別
府
村

文
久
二
年

次
壬
戌
二
月
上
洵
日

82　

石
段
欄
干　

遠
賀
町
上
別
府
字
高
家　

天
満
宮

右
側
上
柱
正
面

　
　
　
　

安
増
赤
平

奉
再
興　

同
伴
次
良

　
　
　
　

同
新
次
良

左
面

　
　
　
　

同
半
良
一
「
同
弥
平
次　
　
　
　
　
　
〔
二
行
。「
は
改
行
頭
。〕

裏
面

文
久
二
年
壬
戌
二
月
下
浣

左
側
柱
上
右
面

正
徳
六
年
三
月
□
□

正
面

　
　
　
　

千
代
丸

奉

進
安
増
次
良
八

83　

高
淤
加
美
神
石
祠　

遠
賀
町
上
別
府
字
高
家　

山
崎
神
社

裏
面

貴
布
祢
大
神
崇
齏
□

□
産
徒
亦
新
建
石
祠

文
久
三
癸
亥
仲
春
□
営
之

　

神
官

　
　
　

卜
部
伊
豫
頭
源
□

84　

狛
犬
型
灯
塔
（
一
対
）　

遠
賀
町
浅
木
八
七
四　

浅
木
神
社

右
側
火
袋
正
面

九
六
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文
久
四
年
〔
横
書
き
〕

左
面

甲
子
正
月
吉
辰
〔
横
書
き
〕

右
側
台
石
正
面

別
符
村
大
保
正

仰
木
廉
助
廣
隆

戸
切
村
保
正

大
保
正
格

江
藤
太
吉
榮
直

高
倉
山
田
両
村

大
保
正
格

波
多
埜
次
郎
泰
業

虫
生
津
村
保
正

大
保
正
格

毛
利
寿
平
通
温

吉
木
村
保
正

大
保
正
格

三
輪
猪
八
郎
宣
知

島
津
村
保
正

矢
野
武
七
郎
恒
永

今
古
賀
村
保
正

村
田
角
平
永
延

左
面

木
守
村
保
正

土
師
新
作
□
□

山
田
村
保
正

嶺
源
次
郎
宣
徳

三
吉
村
保
正

野
中
伊
六
積
秀

虫
生
津
村

普
請
才
判
役

嶺
貞
五
郎
祐
知

下
底
井
野
村

普
請
寄
処

有
吉
義
平
徳
俊

中
底
井
野
村
保
正

柴
田
和
兵
衛
門
直
正

内
浦
村
保
正

石
山
小
三
郎
重
道

波
津
村
保
正

辻
田
市
三
郎
廣
治

左
側
火
袋
右
面

文
久
四
年
〔
横
書
き
〕

正
面

甲
子
正
月
吉
辰
〔
横
書
き
〕

左
側
台
座
右
面

尾
崎
村
養
育
方

大
保
正
格

藤
田
源
平
教
包

下
底
井
野
村
保
正

九
七
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大
保
正
格

有
吉
仁
右
衛
門
正
利

別
符
村
保
正

大
保
正
格

筋
田
利
十
郎
久
敬

糠
塚
村
保
正

大
保
正
格

旗
生
六
右
衛
門
直
繁

松
原
村
保
正

吉
田
員
次
直
廉

尾
崎
村
保
正

小
野
治
平
俊
正

正
面

野
間
村
保
正

原
治
郎
平
重
徳

黒
山
村
保
正

岩
崎
平
作
矩
長

原
村
保
正

花
田
孫
平
種
徳

小
鳥
掛
村
保
正

小
村
戈
作
信
正

海
老
津
村
保
正

江
藤
圓
蔵
英
敬

鬼
津
村
保
正

仰
木
藤
次
敏
慎

若
松
村
保
正

藤
田
源
八
教
道

手
野
村
保
正

竹
井
甚
三
郎
茂
宣

85　

御
潮
井
台　

遠
賀
町
島
津
字
丸
山　

伊
豆
神
社

右
面

文
久
元
丙
十
二
月

正
面

　
　

保
正　

矢
野
武
□

獻　

組
頭　

矢
野
能
□

　
　

仝　
　

柴
田
班
四
郎

　
　

仝　
　

大
□
仁
三
郎

86　

狛
犬
（
一
対
）　

遠
賀
町
虫
生
津
字
西
ノ
前　

高
田
神
社

右
側
台
石
正
面

獻左
面

元
治

宿

甲
子

六
月
建
立

下
上
津
役
村

仲
男　
　

醫
師

河
島
□
□
□

虫
生
津
村
組
頭

九
八
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寂
男　
　

嶺
泰
藏
敬
威

左
側
台
石
正
面

献左
面

中
間
村
抱

　

大
保
正
格

　

嶺
要
一
郎
昌
英

山
田
村
長

　

嶺
源
次
郎
宜
徳

裏
面

中
間
村

　
　

石
工
浜
十

87　

狛
犬
（
一
対
）　

遠
賀
町
老
良　

老
良
神
社

右
側
台
石
正
面

獻左
面

慶
應
三
年

裏
面

添
田
善
次
「
原
田
弥
七　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
二
行
。「
は
改
行
頭
。〕

左
側
台
石
右
面

丁
卯
十
二
月
吉
日

正
面

獻左
面

石
工　

宮
田

　
　
　

□
積
吉

裏
面

添
田
新
三
郎

88　

喚
鐘　

遠
賀
町
別
府　

行
萬
寺

南
無
阿
弥
陀
仏
〔
こ
の
行
陽
刻
〕

鞍
手
郡
上
木
月
村

　

奉
寄
進
小
川
喜
右
エ
門

延
享
五
辰
年
四
月

　

同
末
裔

再
鑄　

小
川
源
四
郎

　

安
政
五
午
年
三
月

　

同
末
裔

参
鑄　

小
川
粂
次
郎

　

明
治
三
十
四
年
十
二
月

宗
林
山

　

行
満
寺
第
十
七
世

　
　
　

内
藤
大
歡

　
　
　
　
　
　

記
之

南
無
阿
弥
陀
佛
〔
こ
の
行
陽
刻
〕

九
九

『福岡県遠賀郡の金石文集成　三　岡垣町、遠賀町篇』（中村）




